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作品紹介｜VISION
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工学院大学 藤木隆明研究室

浮遊住居 
そして／あるいは遊牧民（ノマド）のためのユートピア

この作品では、あえてテーマより100年先の
2107年の世界を舞台にしている。
2107年、爆発的な人口増加と環境問題により
人間は都市を放棄し、効率から非効率へ、集団か
ら個人へとライフスタイルが移行した。この時
代、人間は浮遊住居にて移動手段と住居を兼ねて
生活している。浮遊住居は、床・壁・天井の区別
はなく、パーソナルで簡素な居住空間となってい
る。



作品紹介｜Summary
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審査員講評　

今村創平氏
テーマが環境問題と大きいので、あえて100年
後とテーマの年代を違反した意欲は買えるし、ま
たプレゼンテーションの完成度も高い。泡のよう
な乗り物も、イメージとしてだけではなく、実現
するための技術的検討をしたことも評価できる。
ただ、100年後と遠い未来にしたことで、かえっ
ていくぶんナイーブな提案になってしまってはい
ないか。

アニリール・セルカン氏
とても夢がある作品だと思う。いまのエレベー
ターとは全く違う発想で描かれているところは気
に入っている。ノマドというのもいい。研究の方
向がはっきりしているし、それが１枚のパネルに
上手く表現されている。

四方幸子氏
こういう構想は好きだし、現代の状況をよく反映
しているとも思う。だが、バルーンなど60年代
的な要素も多く、新鮮味に欠ける。いまの時点で、
それも2107年として提案するには古すぎるの
ではないだろうか。

横矢真理氏
小学校のときに自分がほしいと思っていたもの
がここにあったので驚いた。これなら車にぶつ
かっても安心だし、空に浮かぶ案もいい。ただし、
2107年はルール違反。

原田豊氏
ベースはきちんと押さえていると思う。新たな
交通システムではあるが、行き先を完全にはコ
ントロールできないというところは気になった。
2107年という今回の条件とは異なる案を出して
きた点も評価できない。

浮遊する住居と地球環境
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移動すること自体が目的
風に乗って浮遊する住居

　2107 年、今世紀末に到来する深
刻な環境危機と人口の爆発的増加の
問題を乗り越えて、もし人類が 22
世紀を無事迎えることができていた
としたならば、その時、社会や都市、
そして交通手段のあり方は現在とは
相当異なったものになっているだろ
う。
　2107 年の世界では、人間は移動
し続けなければ生きてはいけない。
なぜならば、現在のように定住し続
ければ環境問題の悪化が加速するだ
けだからである。そこで私たちは、
風に乗って浮遊する住居を提案す
る。この住居は人 1人が住まうこと
のできる極小住居であり、この“浮
遊”を未来の交通形態とするならば、
それは目的地に到着することが移動
の目的ではなく、移動することそれ
自体が目的となる。

都市に対する需要増と
地球環境の破滅

　世界の都市は今後ますます高密化
が進むだろうと予測されるが、これ
以上の都市の高密化は、都市に対す
るあらゆる需要を増加させ、その結
果地球環境問題はさらに悪化するこ
とになり、われわれは確実に破滅を
迎えるだろう。
　地球温暖化による海面上昇や砂漠
化などの環境問題、人口爆発による
食糧・住宅・用水ならびに雇用の危

機など、解決すべき問題は数多く存
在する。
　2050 年までに世界の人口は約 91
億人になると予測されている。世界
の食料生産量の増加がこれ以上見込
めないとすれば、21 世紀の食糧事
情は深刻である。しかし、一方では
砂漠化が進み耕作可能な土地が減少
し、また海面上昇により 2100 年ま
でに全大陸の 0.5％が水没するとも
言われ、人間が利用できる土地は減
少している。このことからも明らか
なように、限られた土地利用の問題
は重要である。

Fast から Slowへ
現在と大きく異なる2107年の世界

　2107 年の世界は下に示す点で現
在の都市とは大きく異なったものと
なる。

・移動 → 非移動
・定住 → 非定住
・都市 → 非都市
・効率 → 非効率
・所有 → 非所有
・集団 → 個人
・定職 → ワークシェアリング
・国境 → ボーダレス

　現在の社会が常に「Fast」を求め
ながら動き、これが現在の地球環境
問題を生み出しているならば、未来
の社会は新しい交通の形態によって
この概念が消滅し、非効率「Slow」
な社会に必然的に変化していく。

program1/人口の離散
22 世紀初頭の人口を世界全体の空
中の体積でならす。それにより、都
市の高密化による地球環境問題の影
響を無くし、人間による地球環境へ
の負荷を最小限にとどめる。
program2/土地の緑化・農地の増
加
食料の生産と消費のバランスを整え
るための農地と、大幅に減少した森
林などの自然は増加する。

浮遊する住居による
地球環境の再生

　住居群は、それぞれ風に漂いな
がらランダムに移動を続ける。その
都市の形態は日々変化し続け常に不
定形である。このような新たな移動
手段は地球環境の様々な問題を解消
し、人類の未来は再生する。
　浮遊住居によって、地上の使われ
方は大きく変化する。地上には居住
のためのスペースが不要となり、大
部分が他の陸上生物の棲息する森林
と食糧生産のための農地となる。そ
の他は、必要最小限の工場・病院・
消防・市場などが設けられるのみで
ある。
　また、浮遊住居の一時停泊所は
既存の道路の上であり、浮遊住居に
暮らす人々は、ときどきそこに降り
立って、既に飛び立った人の仕事を
引き継ぎ、食糧などを補給する。そ
してまた、人々は移動し続ける。

分岐点の設定
世界はあるときを境に 2つの未来に
分岐する。それは 2050 年から 2100 
年の間を想定している。もしその区
間のある点で、人間が現状を改め、
新たな時代に向かおうとしなければ
世界は確実に破綻するだろう。そし
て、もし世界が新たな時代に向かう
とするならば、少なくともそれは、
人間は何らかの新たな価値観を身に
つけ、生き延びていることを意味し
ている。
浮遊住居
浮遊住居には、生活に必要な最小限
の機能のみが収められている。それ
らの機能は浮遊住居を形成する皮膜
の内部に収納される。
浮遊住居には、床・壁・天井の区別
はなく、浮遊するためのバルーンが
その全ての機能を担っている。浮遊
住居が浮く仕組は、ヘリウムガスに
加えて、ソーラーエネルギーの利用
によりバルーン内部の空気が 60℃
程度に暖められることによる。バ

ルーンの素材は、薄くて軽いが、高
い断熱性能と強度を兼ね備えてい
る。
上昇するときはバルーンが最大限に
膨らみ、住居空間は最小限になるが、
空中で安定するにつれ人一人が生活
するには十分な空間が確保される。
また、バルーンの下部から気体を抜
いていくことで下降する。そして、
地上に降り立ったときバルーンは完
全にしぼんだ状態となる。

　浮遊住居が地上にいる場合、そ
の出入り口となるのは住居空間の上
部である。この出入り口は皮膜内の
気体の圧力を調節することで開閉が
可能となる。この時、バルーン部分
は完全にしぼんだ状態であり、ある
程度折りたたむことも可能であるの
で、地上で最もコンパクトな住居と
なる。


